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社会および文化の背景としての自然の意義について
Concerning the Effects of the Natural Environments 
on the Dynamic Developmental Process 
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表 2 乙類地の投下と産出の対応
総投下(単位) 総産出 産出増/投下増
















































































投下 甲1 甲2 産出 選 択 投下 甲1 甲2 産出 選 択
2 12 1 00 1.5 甲1へ2単位 ll 6 5 9.1 甲1-6単位2へ5
3 23 l l.50 2 -甲1へ3~
12 6 6 9.8 甲1へ62
4 234 2 31 2.50 4 甲1へ4
13 7 6 10.4 甲1へ72
5 345 2 41 3.40 2 甲1へ5
14 7 7 11 甲1ヘ72
6 3456 3 52 4.91 20 甲1へ32 15 8 7 11.4 甲1へ82 7
7 45 3 5.92 7 甲1ヘ4 16 8 8 11.8 申 1ヘ8
67 1 4.90 55 甲2へ3 甲2へ8
8 4567■8 4 6.83 72 41 550 9 甲1へ42 17 9 8 12 甲1へ92 8
18 9 9 12.2 甲1へ92-＼
9 56789 4 7.63 421 590 61 甲1ヘ52へ4
19 10 9 12.3 甲1へ1029
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産 図2 甲類地二カ所の連続線と乙類地線
出





































投下 甲1 甲2 甲3 総産出 乙地の産出
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なかった入会地を ｢粗放的土地利用｣などと呼ぶ
のは自然や歴史に対する無理解のあらわれではな
いであろうか｡
｢飲料水が汚れるからむやみにゴルフ場にする
な｣という運動の趣旨には完全に同意する｡だが
自らの財産権の行使に何等吟味を加えずに山林所
有者の財産権の行使だけを云々出来るものであろ
うか｡入会地の利用慣行を前近代的としたところ
からボタンの掛け違いが始まったのである｡まず
はここからボタンの掛け直しをやらなければなら
ないのではないのか｡
Ⅵ 終わりに
筆者が経済学専攻ではない事を口実に､かなり
乱暴な事を述べて来た｡ただ､｢生産要素｣なる用
語によって様々に異なる土地を､一つにくくって
しまう事 も実に乱暴ではないかと思ってはいる｡
世界の民族は実に様々で､しかも多様なのは生
活様式だけではなく､制度も様々ではないかと思
う｡欧米や日本だけが､社会発展のモデルでは､
おそらく､絶対にないだろう｡我々自身､欧米の
モデルでは理解の困難な入会地の制度を持ってい
た｡国際化なる用語が流行しているようである｡
だがそれは､ヨーロッパのアメリカ化ではないだ
ろうし､まして､アジアの日本化では決してない
はずだ｡
固有の自然を利用する文化の姿や､独自な土地
利用の歴史の展開を正確にとらえるには､社会科
学を学ぶ身だからといって自然の勉強をおろそか
にしていては､もはやゆるされない時代になって
いると思う｡
最後に､粗雑な筆者の勉強ノー トの掲載をゆる
して下さった紀要編集委員の先生方に､この場を
借 りて厚 くお礼申しあげます｡
(よしだ たかひこ 非常勤講師)
(1992.6.27受理)
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